
栗原市中核機能地域の整備の基本構想≪概要版≫

【構想策定の目的】
栗原市では、急速な少⼦⾼齢化と⼈⼝減少が続く中で、国道４号築館バイパスやみやぎ県北⾼速幹線道路の延伸など、⾼速交

通体系が大きく変化しています。こうした市を取り巻く状況に対応するためには、市のへそとなる真に中核的な機能が集約され
たエリアを設定し、開発することが重要であると考えます。
東北新幹線くりこま⾼原駅周辺から築館宮野地区までの地域は、国道４号築館バイパスや、みやぎ県北⾼速幹線道路など⾼速

交通網の結節点となるエリアであり、新たな交流やにぎわいを創出する拠点として今後まちづくりを進めていく上で、市の核と
なる重要な場所であると考え、第２次栗原市総合計画及び第２次栗原市国⼟利⽤計画（平成29年3月）において「中核機能地域」
として位置付けています。
本構想は、これらのエリアの現状・課題を把握し、「中核機能地域」のコンセプトや導⼊機能、⼟地利⽤等を検討し、今後の

整備の方向性を示すことを目的に策定します。

拠点１ 生活創造拠点 ：栗原中央病院や生活施設、公的施設などの都市機能が集約する地域として、
市⺠生活の質を⾼める拠点とします。

拠点２ 商業観光拠点 ：みやぎ県北⾼速幹線道路と国道４号築館バイパス交差部周辺を、
交通の要衝であることを活かした、商業や観光の活性化を図る拠点とします。

拠点３ 移住・交流拠点：市の⽞関⼝であるくりこま⾼原駅周辺を、
移住の促進や市⺠と来訪者が交流を楽しむ拠点とします。

【都市機能集約化の推進】
・10地区それぞれに地域や生活の拠点があるが、栗原市全域の市⺠が
集まりやすく⾏きやすい拠点に⽋ける。

・合併後10年が経過するが、合併によるスケールメリットを活かした
都市づくりが進んでいない。

【急速な人⼝減少と少子⾼齢化】
・⼈⼝は減少を続けており、⾼齢化率は36.2％、小学生の数は25年
間で６割減少。

・将来⼈⼝の推計での⾼齢化の進⾏が予測されており、⾼齢者の数
は減少傾向でも、その割合は増加を続け、2025年頃には⾼齢化率
は40％を超える。

【様々な地域を結ぶ良好な交通ネットワーク】
・南北に国道４号及び東北⾃動⾞道、東⻄に398号が走り、東北新幹
線くりこま⾼原駅が存在する交通の要衝である。

・みやぎ県北⾼速幹線道路が国道４号築館バイパスに接続すること
で、交通や流通の拠点としての更なる機能強化が望まれる。

【広域文化圏が生む多様な地域ブランド】
・県下最大の面積を誇り、２県に隣接するため、多様にブレンドされ
た文化圏が形成されている。

・栗駒⼭やジオサイト、田園風景に代表される豊かな⾃然や観光資源
を有している。

・全市⺠が集える場の創出
・都市機能のコンパクト化・
ネットワーク化の推進

・少⼦⾼齢化の進⾏
・⼦育て環境の充実

・交通アクセスの良さを
活かしたまちづくり

・経済の活性化

・豊かな地域資源の活⽤
・観光の振興
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中核機能地域＝
１０地区がつながり、
ＡＬＬ栗原を牽引
する中心地域

商業・公共公益的施設が集積され、
新たな交流や賑わいを創出し、
「市⺠にとっての新たな中心地
区」として１０地区がつながり、
ＡＬＬ栗原で市全体の魅⼒を⾼め
ていく地域
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中核機能地域内における各拠点のコンセプト

市民の自由な発想により創り上げる、
１０地区すべての市民が集えるエリア

生活創造拠点（栗原中央病院周辺）生活創造拠点（栗原中央病院周辺）
商業観光拠点（みやぎ県北高速幹線道路と

国道４号築館バイパス交差部周辺）
商業観光拠点（みやぎ県北高速幹線道路と

国道４号築館バイパス交差部周辺）
移住・交流拠点（くりこま高原駅周辺）移住・交流拠点（くりこま高原駅周辺）

地元の素材を活かし、
すべての来訪者が楽しめる商業観光エリア

市民と来訪者がともに滞在し、
交流を楽しむエリア

【想定する利用者】
・全市⺠
【拠点の形成イメージ】
・栗原の豊かな⾃然を活かした⾃由度の⾼い公園で
子どもたちの創造性を育める。

・シンプルで創造性を生む空間設計。
・サークル活動や⼩さな生業を市⺠が持ち寄り発揮できる場。
・『ＡＬＬ栗原』の象徴として１０地区すべてが集える場。

【導入機能】
広場･公園機能
多世代多地域交流機能・子育て支援機能
防災機能 等

【利用イメージ】
・小中学生や高校生、その他市内の若者は、
多目的広場で自転車遊びやサッカーなど、
広い空間を利用した様々な遊びが楽しめま
す。

・自由に遊具を設置したり、泥遊びやBBQ
ができる広場など、子育て世帯をはじめと
し、自由な発想で、遊びを楽しむことがで
きる広々とした環境を整備します。

・子どもから高齢者までの多世代交流による
植栽活動等が行われ、市民が歩きたくなる
ようなフラワーガーデンを形成します。

・ウォーキングコースや
広大な広場で、健康づ
くりを目的とした方々
が、のびのびと活動で
きる環境を整備します。

中核機能地域における既設の都市機能を補完し、市
民の暮らしの安全の維持向上と、「多地域と多世代の
交流」をテーマにした暮らしの質の向上のために『生
活創造拠点』を形成します。

【想定する利用者】
・全市⺠・観光客・ビジネス客
【拠点の形成イメージ】
・地元ならではの食材や旬の素材を活かした商品を販売
できる。

・市⺠のチャレンジを創出し、経済効果や活気を生み出す場。
・大人から子どもまでが滞在して楽しめる場。
・『ＡＬＬ栗原』の象徴として市⺠、来訪者が集える場。

【導入機能】
産業振興機能、休憩施設機能
情報発信機能、交通アクセス機能、
コミュニティ機能 等

【利用イメージ】
・市内の食材に加え、広域から集めた特産品
も含め、様々な品・情報を取りそろえ、観
光客だけでなく、市民も買い物を楽しめる
環境を整備します。
・休憩のためのオープンスペースやフード
コートがあり、多くの道路利用者が休憩時
間を楽しめる環境を整備します。
・交通アクセス接続機能を兼ね備え、市内各
地から訪れる市民の足を確保できる交通接
続拠点とします。
・高齢者が集まるとともに、コミュニティ
活動と連携し、高齢者
が元気に活動できる空
間を形成します。

将来的なポテンシャルを活かし、産業振興に向けた
『商業観光拠点』として位置づけ、観光や商業の活性
化、雇用の創出の拠点としての役割を担っていきます。

【想定する利用者】
・全市⺠・観光客・ビジネス客
【拠点の形成イメージ】
・栗原の豊かな⾃然を楽しめる居住空間。
・くりこま⾼原駅から近く、仙台圏へのアクセスも良好。
二地域居住も可能なエリア。

・市⺠と観光客が空間を共にすることで交流が生まれ、
新たな発想や活気を生み出す場。

・『ＡＬＬ栗原』の⽞関⼝となる場。

【導入機能】
交流促進機能、宿泊・飲食機能、居住機能 等

【利用イメージ】
・来訪者は、駅周辺施設やオープンス
ペースを回遊してもらい、栗原市内
各地の情報を発信できる環境を整備
します。

・ゲストハウスや飲食店等が立ち並ぶ
交流拠点では、来訪者が地元民との
交流を楽しめる環境を整備します。

・移住希望者が、通勤や買い物などに
困ることなく、かつ農業や自然との
触れ合いなど、農村のライフスタイ
ルを楽しめる空間を形成します。

元々の地区の特性と豊かな景観を活かし、市の玄関
口として宿泊機能や飲食機能を高め、来訪者が少し
でも長く滞在したくなる魅力ある交流の場の創出と、
交流を契機とした移住を促進する住環境を創出します。


